
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年４月１８日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：３２７０２ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間： ２００９～２０１２   

課題番号：２１５４０２８２ 

研究課題名（和文）フレーバー物理学  

                     

研究課題名（英文） Flavor Physics  

 

研究代表者  

三田一郎（SANDA ICHIRO） 

神奈川大学・工学部・教授 

 研究者番号：６０２４２８０６ 

研究成果の概要（和文）： 
B中間子の崩壊における大きなCP対称性の破れの提唱者として次世代のBファクトリー建

設の意義を研究した。新しい加速器を建設するには既存している加速器よりも大きな成果

を出す可能性を持つことが不可欠である。当初Super B Factory は既存するB Factoryの10
倍の強度が提案されていたが、わたしは少なくとも100倍必要だと指摘した。現在建設中の

加速器は40倍の強度でデザインされている。研究期間中に３０年間の共同研究者Bigi氏が

脳卒中で倒れ、成果を発表するために氏の回復を待っている． 
 
研究成果の概要（英文）： 
As a predictor of large CP violation in B decays, I was studying various possibilities in 
building the second generation B factory. The original design of the Super B factory 
luminosity was factor of 10 more than the existing B factory. I stressed the importance 
of building a Super B factory with at the luminosity at least a factor of 100 higher.  
The present design is a factor of 40 higher than the B factory. This research was 
carried out in collaboration with my collaborator for the past 30 years, I. Bigi. 
Unfortunately Bigi had a stroke and, at present, I am waiting for his recovery. 
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１．研究開始当初の背景 
わたしは１９８０年にCarterと共に小林・益

川理論が予言するB中間子における大きなCP

の破れを発見し,同年にBigiと共にGolden 

Mode でCPの破れを追求することを提案した.

１９９４年にその努力が実り,Bファクトリー

の建設が我が国のKEKと米国のスタンフォー

ド線形加速器研究所で始まった.２００３年

には,わたしたちの予言通り約７０％のCPの

破れが両研究所で同時に発見され,小林・益川



 理論の正しさが証明され,両氏がノーベル賞

に輝いた. ６．研究組織 
(1)研究代表者  

 三田 一郎（SANDA ICHIRO） 

２．研究の目的 神奈川大学・工学部・教授 

次世代の B ファクトリー（Super B Factory）
建設に向けてその可能性を確認する研究が
不可欠である。当初、ビーム強度デザインは
既存する加速器（B Factory）の 10 倍であっ
た．わたしは、このビーム強度では建設する
価値がないことを主張．ビーム強度を少なく
とも 100 倍に上げる必要性を研究する． 
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(2)研究分担者 
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 (3)連携研究者 
３．研究の方法    （  ） 
ΔS = sin 2φ

1
(b → s)− sin 2φ

1
(b → c)

  

 研究者番号： 
パズルや forward-backward asymmetry に
ついて研究するし、その成果を Super B 
Factory のデザインに反映させる。 
QCD Factorization を用いて様々な分岐比を
計算し、必要なビーム強度を検討する． 
 
４．研究成果 
わたしたちの研究により、Super B Factory
の強度を上げる必要性が理解され B Factory
の４０倍の強度まで上げることになった．他
の成果の公表は共同研究者 Bigi 氏の回復を
待つ． 
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